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健康通信

 ■  認 知 症 と は

　何らかの要因で脳細胞が損傷を受け、脳の働き
が悪くなったりすることで、「物事を記憶するこ
とが難しい」「時間や場所などの見当が乏しい」「判
断力や理解力が低下する」など、日常生活に支障
が生じます。

● 認知症の種類

　最も多い「アルツハイマー型」の他に、「脳
血管性」「レビー小体型」「前頭側頭型」など
があります。
　65 歳以下で発症すると「若年性型」と呼
ばれます。

　認知症とともにいきいきと　認知症とともにいきいきと
　　　　暮らす地域を目指して　　　　暮らす地域を目指して

　令和７年には、65 歳以上の認知症患者が 700
万人を超え " 高齢者の５人に１人は認知症患者”
という国の推計があります。また、軽度認知障害

（MCI) の人も含めると 65 歳以上の人の４人に１
人は該当すると言われるくらい「認知症」は身近
な疾患になっています。

 ■  町 の 取 り 組 み

 ■  ９ 月 は 認 知 症 月 間

　「共生社会の実現を推進するための認知症基本
法」が施行され、毎年９月が「認知症月間」、９
月 21 日が「認知症の日」と定められています。
　認知症の人もできる限り自分らしく暮らし続け
ることができる地域を目指すために、認知症を「自
分ごと」として「知ること」「考えること」から
はじめてみませんか？

 ■  新 し い 認 知 症 観

　現在は、「新しい認知症観」の広まりとともに、
認知症の診断後も、地域や社会とのつながりをも
ちながら、これまでどおりの生活をしている人が
増えています。このような、認知症本人と地域の
人々が相互に尊重し、支えあう「共生社会」の実
現を目指しています。

● 新しい認知症観とは・・・

　認知症になってからも、一人ひとりが個人
としてできること・やりたいことがあり、住み
慣れた地域で仲間等とつながりながら、希望を
もって自分らしく暮らし続けることができると
いう考え方です。

　認知症に対する理解を深めるため、認知症関
連の映画上映やＶＲ認知症体験、図書紹介など
を行います。

■ おれんじフェアの開催（９月～ 10月）

　認知症や介護に関する悩みなどを、気軽に
相談できる場を提供しています。

◇問合せ
　グループホーム花南会津（オレンジカフェ）
　　電話  0241-62-8700
　地域包括支援センター（脳げんきカフェ）
　　田島地区  電話  0241-64-5035
　　西部地区  電話  0241-76-7131

■ 認知症カフェ

知ろう知ろう
認知症認知症

■ 認知症サポーター養成講座

　認知症について学び、理解を深める講座です。
個人だけでなく、地域や事業者など、グループ
単位での開催も可能です。

◇申込み・問合せ
　健康福祉課  介護保険係
　　電話  0241-62-5050
　舘岩総合支所  町民課  住民係
　　電話  0241-78-3325
　伊南総合支所  町民課  住民係
　　電話  0241-76-7713
　南郷総合支所  町民課  住民係
　　電話  0241-72-2224

おれんじフェア
　ホームページはコチラ▶

　医療や介護の専門職が認知症に対する集中支
援チームとなり、適切な医療や介護サービスが
受けられるための支援を行います。

◇問合せ
　地域包括支援センター
　　田島地区  電話  0241-64-5035
　　西部地区  電話  0241-76-7131

■ 認知症や介護に関する問い合わせ


